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 令和５年度庁議報告事項 

 第１８回庁議（２０２３年１１月２１日）      文化振興・多文化共生推進課 

                           

【件名】 

 次世代育成に資する文化・芸術の鑑賞・体験機会の充実策（案）について 

 

【要旨】 

 区では「中野区文化芸術振興基本方針」の策定や本充実策の骨子のほか様々な機会をとら

えて、文化・芸術団体などから文化芸術振興策に関わる意見を伺ってきた。これらの意見を

踏まえ、標記充実策（案）をとりまとめたので報告する。 

 

１ 中野区の子どもたちの文化・芸術に関する現状と課題 

（１）子どもの文化・芸術に関して、区民の需要が高い一方、現在の文化的環境への満足度

が低い 

 ・「子どもの文化芸術体験を重要である」は８９．１％である一方、「中野区の文化的環境

に満足している」は１６．１％である（「中野区文化芸術活動に関する実態調査」２０

２０年３月）。 

 ・文化・芸術、子育て・教育に関する事業を対象に実施している「中野区シティプロモー

ション事業助成」への関心と需要が高まっている。 

 ・同事業助成を受けた取組に参加した区民からは、「継続して実施してほしい」、「さらに

拡大して実施してほしい」という声が多い。また、地域や学校などアウトリーチによる

事業展開があると、参加した区民（子どもたち、親など）の満足度が非常に高い。 

 ・プロフェッショナルの文化・芸術に触れた区民（子どもたち、親など）の満足度が高

く、また、行動変容につながることがある。 

（２）子どもが文化・芸術に触れ、体験する機会が少ない 

 ・新型コロナウイルス感染症の拡大・長期化に伴い、多くの事業が中止となるなど、子ど

もたちが文化・芸術に触れ、体験する機会が減少した。 

 ・文化・芸術活動を継続させ、さらに拡大して区民に提供していくためには、一定規模の

施設を確実に確保することや、事業資金の援助などの支援が不可欠である。 

（３）子どもの文化・芸術活動や発表機会が限られている 

 ・１８歳未満の子どもによる区内文化施設（音楽室やリハーサル室）の利用は、全体的に

低い。 

 ・若い世代が、自身の文化・芸術活動を発表する機会や場所が少ない。 

（４）文化・芸術活動における場所が限られている 

   区有施設は、防音などが整備された場所が少なく、和太鼓をはじめ、大きな音や振動

が生じる場合、練習など活動できる場所が非常に限られている。 

（５）文化・芸術活動に関する情報発信が弱い 

  「中野区からの文化芸術活動における情報発信を十分だと思わない」は３５．７％ 
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 （２０２２年中野区区民意識・実態調査）。 

（６）２３区において文化芸術に関わる財団や基金を設けていない区はわずかである。 

 

２ 基本的な考え方 

（１）子どもたちの豊かな心の形成に資する文化・芸術の鑑賞・体験機会を増やす 

（２）主に次世代を担う子どもたちや若者の文化・芸術活動を促進するための環境を整備す

る 

（３）中野区における文化・芸術活動や作品の情報発信を強化する 

 

３ 取組案 

（１）子ども育成文化・芸術事業認定制度（区公認制度） 

   子どもの豊かな心の形成に資する文化・芸術の鑑賞・体験機会となる事業のうち、実

施者の実績や事業の創造性、波及効果などを総合的に審査し、優れていると判断できる

ものを「子ども育成文化・芸術事業」として認定し、ホールなどの区有文化施設の利用

料金を減額する。 

   また、認定事業として区及び指定管理者の広報媒体で広く情報発信していくことで、

子どもの豊かな心の形成に資する文化・芸術事業の促進を図り、子どもの鑑賞・体験機

会を充実させる。 

  ア 対象 

    区有文化施設における子どもを対象とした文化・芸術事業 

  イ 認定方法 

    プレゼンテーション及び書類による審査 

   ※ 審査は関連所管の管理職により行う。また、有識者や関係者などをオブザーバー

とし、参考意見を聴取する。 

  ウ 想定団体（事業）数 

    ３～５団体（事業） 

  エ 認定基準 

   ① 子どもたちの豊かな心の形成に資する文化・芸術の鑑賞・体験機会として優れて

いるか 

     子どもの参加しやすさ、事業の継続性、実行可能性、将来性など 

   ② 実績を挙げているアーティストが関わっている事業であるか 

     アーティストの経歴や実績（子どもを対象とした文化・芸術活動や事業への関

与）など 

  オ 認定結果と支援内容 

   ① 認定結果 

    ・「優」：認定基準①、②を満たした事業 

    ・「良」：認定基準①を満たした事業 

     ※シティプロモーション事業助成の交付決定事業は、「良」として認定する。 
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   ② 支援内容 

   （ア）事業で利用する区有文化施設全ての利用料金の減額（上限額を設ける方向で検

討する） 

     ・「優」：利用料金の８０％を減額する。 

     ・「良」：利用料金の５０％を減額する。 

   （イ）区及び指定管理者の情報媒体等による広報周知 

     区及び指定管理者のホームページや SNS、「ないせす」により事業を周知する。 

   ③ 認定事業の発展に向けた取組 

     事業の発展を促すため、事後評価によるインセンティブの付与を検討していく。 

  カ 認定期間及び申請可能期間 

    認定を受けた年度を認定期間とし、３年度まで申請できるものとする。 

  キ 特に優れた事業について 

    特に優れた実績を挙げた事業については、なかの ZERO 指定管理者が実施する区の

指定事業に組み込むなど、子どもを対象とした事業の拡充につなげていく。 

（２）子どもの文化・芸術活動等を活性化するための施設利用料金の減額 

   子どもの文化・芸術活動や区立・区内私立学校における部活動に対し、ホールなどの

区有文化施設全ての利用料金を減額することで、活動の活性化を図る。 

  ア 対象 

    ４月１日時点で１８歳未満の子どもの文化・芸術活動（区立・区内私立学校の部活

動含む） 

  イ 減額率 

    ５０％ 

  ウ その他の減額 

    アの対象において、利用日の３か月前を過ぎたホール施設を利用する場合（集客は

不可）は、より高い減額率で利用できるものとする（大・小ホール：９割／野方、芸

小：８割を想定）。また、１団体が利用できる回数の上限を設けることも検討する。 

（３）「（仮称）子ども文化芸術振興基金」の創設 

  ア 基金の設置理由 

   ・次世代育成に資する文化・芸術の鑑賞・体験機会の充実には持続的な取組が必要不

可欠 

   ・安定的かつ継続的な取組が可能となる 

   ・このような取組に対する寄附が期待できる 

   ・区の文化・芸術を通じた子どもの次世代育成に資する取組のアピールできる（区の

姿勢を示す） 

   ・さらなる文化・芸術情報の収集や区への愛着・シビックプライドの醸成にもつなが

る 

  イ 基金を活用した事業 

   ① 子ども育成文化・芸術アウトリーチ事業 



 4

     区内で活動するアーティストや団体が行っている子どもの育成に資する文化・芸

術事業を、希望する施設にアウトリーチして提供していく。 

   （ア）対象施設 

      区民活動センター、保育園、幼稚園、児童館、特別支援学校、児童養護施設な

ど 

   （イ）内容 

      各施設のニーズを踏まえて、アウトリーチが可能な区内で活動するアーティス

トや団体を活用していく。この中で次世代を担う若手のアーティストや団体の起

用を促していく。 

   ② 新庁舎１階の区民交流スペース等を活用した事業の展開 

     子どもを対象とした文化・芸術の発表や交流の場として活用など 

   ※ シティプロモーション事業助成は、同基金による事業助成への転換も視野に入れ

検討する。 

 （４）情報発信の強化 

   ・SNS の積極的な活用、ホームページや「ないせす」などの掲載情報を改善 

   ・実際に鑑賞や体験をした子どもたちの声、ナカノ観光レポーターによるレビューの

発信 

   ・アーティストバンクの創設によるアーティストや団体の情報発信 

  

４ スケジュール（予定） 

 令和６年 １月 充実策の決定 

      ２月 「（仮称）子ども文化芸術振興基金設置条例」の議案提出（第１回定例

会） 

      ７月 文化施設利用料金減額の運用開始 


